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病院は人なり 
 
   「企業は人なり」ということばをある雑誌で読みました。つまり人が育っていないと企業も施設もよく

はならないということです。一人一人が帰属意識を持ち、よい人間関係が築けていない所ではよい環境が

生まれません。病院も同じことです。いくら建物や設備が立派でも中で働く人々がお互いを思いやり、協

力し合わなければよい病院とはいえません。幸いに復生病院では理念に沿って各職務が研鑽を重ね職員一

同が職場を大切にしており、患者さんへの対応も心を込めて暖かく接していますので私は安心しています。 

 カトリックの教会ではフランシスコ教皇が 2016年をキリストによって現される父なる神のいつくしみの

特別聖年と定められました。いつくしみは人間関係を豊かにする大切な心です。この心は「深い自然な気

持ちとして心からわき起こるもので、優しさ、共感、寛大さ、そしてゆるしの気持ちです。」職員同士だけ

でなくご病人やご老人及びご家族の人々を相手に日々を過ごす病院職員には、どうしても必要な心です。

世界に目を向けた時、対立や闘争、貧困などで苦しんでいる人々が沢山いる事が分かります。まさに国は

人なり、世界は人なりです。人が大宇宙
スーパーパワー

の意思にそって人間として豊かに育っていったらもっとすべての

人が幸せになるのではないでしょうか。 

 

 

 

《 理   念 》 

神山復生病院は キリストの愛に基づいて 病める人も健やかな人も 神によって創られた人間として 

喜びも苦しみも共にしながら 一人ひとりの命を大切にし 希望をもって医療と福祉に献身します 

《 基本方針 》 

１ 患者様本位の医療 

患者様一人ひとりの生活を重視し、地域のニーズに応えるサービスを提供します 

２ 職員の人材育成 

優れた人材を育成するため、研修を充実し、専門・認定資格の取得を目指します 

３ 経営の安定化 

病床利用率を高め、病院の経営状態を安定化します 

理事長 秋本福子 
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事業計画 
1 ヨゼフ棟在院者の生活の質を病院全体で支える 
2  患者様及び地域住民から情報収集を行うとともに、病院からも情報を発信する 
3 地域の医療機関との連携、交流を更に強化する 
4 当院に必要な専門及び認定資格の取得を目指す 
5 病床利用率 70％（ヨゼフ棟含め）を目標とする 
6  患者数目標をホスピス病棟 12 名、療養病棟 23 名、外来 35 名とする（1 日平均患者数） 

 7 地域包括ケアシステム構築の一環として、訪問看護事業、介護事業等の立ち上げに向けて準備を進める 
診 療 部 
1 全人的医療の実践 

1）インフォームド・コンセントに基づき、患者様が納得して決定した選択を尊重し、満足のいく 
医療を提供する 2）ヨゼフ棟在院者のＱＯＬを大事にする 

2 安全で良質な医療と療養の実践 
1）地域連携の強化 2）医療技術の向上 3）医療安全管理の充実 4）院内感染対策の充実 
5）多職種連携の充実 6）病床利用率の向上 

看 護 部 
全体目標：私達看護部はキリストの愛に基づき一人一人の生命を尊重した、全人的ケアの実践に邁進します 
教育目標：全人的ケアを真心と責任を持ち実践できる自律した専門職者として、また一人の人としての成長

を支援・育成します 
療養病棟 
多職種と協働し、その人らしさを大切にした全人的ケアを実践します 
ホスピス病棟 

1 コミニュケーションスキルを修得し、働きやすい職場を作ります 
2 患者様の尊厳を尊重し、ここに来て良かったと思ってもらえるケアを行います 
3 ホスピス緩和ケアを地域に広め、在宅ケアに繋がるシステムを作ります 

外来目標 
外来看護における全人的ケアを実践します 

1 情報共有シートを活用し評価します 
2 訪問看護事業立ち上げに向けて外来看護としての関わりを考えます 
3 院内外での連携について事例報告を行います 

診 療 技 術 部 
全体目標：部門間の業種を超えた連携を基に、病院運営、診療支援、患者サービス向上の企画提案を進める 
薬 局    1 各部署との連携をより密にし、患者様の健康管理および職能向上に努める 

2 適正な医薬品管理と薬物療法の推進により、病院運営に貢献する 
栄養課    1 専門性のスキルアップを目指し、病院運営に貢献する 

2 マニュアル類の見直し、改訂を行い内容の充実を図る 
リハビリ課 1 患者様と向き合う時は『Listen to Your heart』心の声を聴く 

2 地域包括ケアの中で、今後どのように社会貢献できるか考えていく 
事 務 部 

1 「報告・連絡・相談」を確実に行い、情報共有を図る 
2 患者様から選ばれる病院となる接遇を行う 
3 病院の経営安定化の為の対策を立てる 
4 2025 年に生き残る為の対策を立てる 
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神山復生病院 成果・研究発表会 

              「１０３歳になってわかったこと」 篠田桃紅 著 
 

  自分が思い描いていた理想の大人像と現実の自分とのギャップにため息をつく事も

ありますが、そんな悩める大人の方々におすすめの本です。１００歳を過ぎて今も活

躍されている著者の自然体でわが道を謙虚に生きる人生観をわかりやすく説いてあ

り、時には優しく、時には厳しく人生の生き方、楽しみ方を伝授されています。 
                              （紹介者 荒木勇次） 

  

 
 

私のおすすめ 
 

3 月 17 日に平成 27 年度成果・研究発表会を、教育研修委員会の主催により開催しました。ここ数年参加人

数の減少が課題であったため、今回はお茶とお菓子を準備し和やかな会を企画したところ、44 名の参加を得る

ことが出来ました。 
研究発表は、「嚥下障害患者に対する食事介助技術に向けた勉強会の成果」と「ホスピス病棟における、ＳＴ

ＡＳ－Ｊの導入過程と今後の課題」についてでした。療養病棟ではなるべくお食事を食べて頂きたいという思

いから、食事介助やお口のケアに力を入れております。またＳＴＡＳ－Ｊとはホスピス・緩和ケアの評価尺度

の日本語版という意味で、９項目から構成され、他者評価という方法で自らのケアを評価するものです。両病

棟における日々のケアが、復生病院の患者様にとってより良いケアとなるように、評価と改善を繰り返し、努

力されていることが発表により明らかとなりました。次に「神山復生病院の療養病棟における生と死について

私が考えたこと」と、「ナラティブ・アプローチの研修を受講して」の二つの報告がありました。一人一人の看

護師が大切にしている看護観について深く掘りさげられた内容が参加者の心に響き、多くの共感を得る復生病

院らしい温かい報告となりました。神山復生病院は小さな病院ではありますが、全職員が力を合わせ、患者様

のために大きな力を発揮できるよう、これからも研究や業務改善に取り組んでまいります。 
 

教育研修委員会 
杉山美貴子 

関口守衛先生は、平成 17年より毎月 1回第 3週に循環器外来を

担当して下さいました。先生は故湯川智院長に外来担当を依頼さ

れて約 11 年の長きに亘り復生病院のために、ご奉仕下さいまし

た。尚、月１回の当直（土・日）は続ける予定です。 
 

外来スタッフから 

外来診療お疲れ様でした。患者様との何気ない会話の中から、病

気の原因となる問題点を見つけ出していく姿が印象に残っていま

す。関口先生、本当にありがとうございました。 

関口先生、ありがとうございました 

発表者の皆さん 多くの職員が参加しました 今年はお茶とお菓子つきです 

関口守衛医師 



お知らせ：第３、５土曜日の皮膚科外来は休診となります。 
□都合等により、休診や代診の場合があります。お電話でお問い合わせのうえご来院下さい。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午 前 

内科（平田） 

心療内科（飛澤） 
（予約制） 

内科（林） 内科（平田） 内科（林） 

内科（江藤） 

心療内科（飛澤） 
（予約制） 

心療内科（飛澤） 

休 診 

皮膚科 
（皮膚科外来予定表を

ご覧下さい) 

午 後 休 診 休 診 休 診 
緩和ケア外来 

（平田） 
（予約制） 

休 診 休 診 

太田 有史 医師 

診察開始 ９:００ 診察日 ４／２・４／９ ・５／７  ・ ６／４ 

新村 眞人 医師

診察開始 ９:００ 診察日 ５／１４ ・ ６／１１（5月 6月とも代診の可能性があります） 

石地 尚興 医師 

診察開始 ９:００ 診察日   ４／２３ ・ ５／２８ ・ ６／２５ 

  滝口 和壽（事務部 施設管理）

働けるうちは、何か働こうと思い応募し

ました。早く職場に慣れ頑張ろうと思い

ます。

 本田 澄子（ホスピス 看護師）

フレッシュな心で、誠意を尽くして頑張

ります、温かな目でご指導お願い致しま

す。

外 来 担 当 表 

皮膚科外来予定表 

    4 月、色とりどりの花が咲き揃い世界が明るくなった気がします。 
最近読んだ本で、「明日はどんな楽しいことがあるだろうと思うと、生きているのがうれしくて仕

方ない」という一文に出合いました。書かれたのは 94 歳の女性です。いくつになってもこんな前

向きな気持ちを忘れずに、しなやかな心を持って過ごせたら素敵！と私も見習うことにしました。

皆さんもご一緒に、いろいろなことにわくわくしながら過ごしてみませんか？

編集
後記 

羽畑 はるか（療養 看護師）

患者様がより良い生活を送ることが出来

るよう頑張りますのでよろしくお願いし

ます。

 飯塚 みほ（療養 看護師）

 新人で何もわかりませんが、一生懸命頑

張ります。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

く 

□ 土曜日午前の内科外来はしばらくの間、休診となります

新しい仲間「よろしくお願いします！」 

井上
いのうえ

 敏
とし

久
ひさ

 医師

《出身地》 御殿場市

《趣 味》 工夫工作、発酵食品作り 

《特 技》 薪割り 

《専門診療科目》 総合内科 

はじめまして。 

縁あって神山復生病院に参りました。“復生”とは“復活”の意と知り、崇高な理想を感じました。病み

苦しみ不安に捕らわれた患者さんに対して、少しでもお力になれるよう、医師として精進したいと存じ

ます。皆様、どうぞよろしくお願い致します。 


